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3．栄養素の食品群別摂取構成

　主要栄養素であるエネルギー，たん白質，脂肪について食品群別にどのような比率で摂取しているか

を年次推移でみると図3－1～3のとおりである。

　この20年間における国民の食生活は，主食である米の摂取量が減少する一方で，動物性食品の摂取量

が増加するといったパターンで変化をしてきたところである。

　しかしながら，表3－1～3で明らかなとおり，ここ数年間における変化は小さく，55年調査では前

年（54年）とほとんど変らない結果となっている。

図3－2 たん白質の食品群別摂取構成（％） 表3-2　たん白質の食品群別摂取構成（％）
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図3－3　脂肪の食品群別摂取構成（％）
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